
≪浪江町除染検証委員会議題及び報告書 №4≫ 
 

検証議題 国道１１４号跨線橋について 

地区 大字  権現堂  地区 
 

【事前情報総括】 

公衆用道路において比較的空間線量率が高い箇所がある。 

【検証委員会からの意見等】 

・ 国道１１４号の陸橋の法面については、高い数値を示していることを確認。 

・ 線量低減が必要ではあるものの、道路法面であり安易に剥ぎ取り等をすると

道路崩落の懸念もあるため、道路管理者、環境省、町とで協議し線量低減を

する必要がある。 

【現地調査の写真】(平成 29 年 10 月 24 日) 

 

【対応状況】 

① 平成２９年度除染検証委員会後、平成２９年１１月２４日に福島県道路管理

課及び除染対策課と打ち合わせを行い、時期が整い次第現地打ち合わせを行

うこととなった。 

② 平成３０年５月に除染が完了し、空間線量率が大幅に減少した。第１回除染

検証委員会で報告したものの歩行者、特に子供の目線で歩行モニタリングを

行うように指摘を受ける。 

③ ②の内容を第２回の検証委員会にて報告し完了とする 

 


